












































































































































５． 費用の縮減に関する具体的な方針

（１）集約化・撤去、機能縮小等に関する具体的な方針

本市が管理している架設年が判明している橋梁は、20年後には7割以上が供用50年以上とな

ります。橋梁の老朽化が進行していく中、適切に維持管理を実施しなければ、人的被害や落橋が発

生するリスクや、点検費・修繕費等の維持管理費の増加が懸念されます。 

そこで、今後の維持管理・更新費の増加や将来の人口減少が見込まれる中、老朽化対策に必要

となる費用の縮減と安全で安心な交通環境の提供を目的として社会経済情勢や利用状況等を考

慮し、管理橋梁の集約化・撤去、機能縮小等の可否の検討を行います。 

（２）集約化・撤去、機能縮小等の対象橋梁

橋梁の利用実態の把握や周辺道路状況の整理を行い、集約化・撤去、機能縮小等を選択肢とす

る橋梁を抽出します。抽出した橋梁の健全性と維持管理費を考慮し、集約化・撤去等の可否を判断

します。 

払川2号橋は、橋梁の健全性がⅢ判定の早期措置段階であり対策を検討しているところです

が、迂回できる市道が整備されており、近年は利用者がいないことから将来的に集約化・撤去を検

討する橋梁とします。 

正面 側面 木床版の腐朽 

写真-5.1 払川2号橋 

なお、集約化・撤去、機能縮小等の対象橋梁は、今後修繕等は行わず定期点検で経過観察を行

い、然るべき時期に集約化・撤去、機能縮小等を実施することとします。 

集約化・撤去が必要と判断された場合は、住民との合意形成の後、事業に取り組みます。 

持続可能で効率的な維持管理のために、今後も利用状況や損傷・劣化状況に応じて集約化・撤去

や機能縮小等の検討を行っていきます。 

   また、横断歩道橋の金沢跨線人道橋においては、一ノ関駅に隣接しており市街地を形成してい

る、一関市西沢から一関市南新町までの、東日本旅客鉄道が所有する東北本線及び東北新幹線の
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跨線橋となっており、迂回路を通行した場合、約 1.0ｋｍ（所要時間 13 分）を迂回することとなり、

社会活動等に影響を与えるため集約化・撤去を行うことが困難である。 

   今後、その他の横断歩道橋を含めて周辺の状況や利用状況を踏まえて、再度検討を行うことと

します。 

（３）集約化・撤去、機能縮小等による費用の縮減

橋梁の集約化・撤去を実施することにより、初期費用として一時的な負担が生じるものの、長期

的な観点からは管理橋梁数が削減されることから、将来の点検・修繕等の維持管理費を縮減でき

ます。 

費用の縮減効果を検討するために、集約化・撤去予定である払川 2 号橋を今後 50 年間供用し

た場合に必要な費用（修繕費・点検費）と今後は修繕を行わずに撤去した場合に必要な費用を算出

します。 

表-5.1 費用一覧 

今後 10 年以内の令和 16 年度までに健全性がⅢ判定である 1 橋の集約化・撤去を計画し、 

約 1.4 千万円のコスト縮減を目指します。 

点検費（千円） 修繕費（千円） 撤去費（千円） 合計（千円）

50年後まで供用した場合 定期点検10回 塗替塗装工、
床版取替工(RC)

 1,000  15,732 -  16,732

撤去した場合

- -  3,007  3,007

 13,725縮減費用
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